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有機栽培の畑に飛んでくる

ことを避けるためにも、有機

産地 として地域でまとめる

仕組みを今回の戦略でつ く

りました。「オーガニックビ

レッジ」を宣言 して、有機農

業を地域の活性化の軸にす

る自治体を支援する予算 も

確保しています。

松延 海外では、鹿児島の
有機栽培のお茶がとても有

名ですね。海外で知名度の高
いお茶の産地は、どのような

取り組みをしていますか。

枝元 海外市場を狙うなら
ば、お茶なら有機栽培が欠か

せないと、いち早 く取 り入れ

たことが海外で有名になっ

た大きな理由でしょう。世界

のバイヤーの日に留まる品

質で提供できれば、国内流通

よ |,高 い価格帯で世界から

購入 したいという声がかか

ります。相手国に合った商品

を安定的に供給できること

も欠かせません。加えて、夢

のある企業には世界からバ

イヤーが来るだけでなく、採

用面でも全国から応募が来

るそうです。

農林水産業はこれから貿易

の条件として、環境や人権な

どのSDGsが深 く関わってく
るでしよう。「みどりの食料シ

ステム戦略」をアジアの農業
モデルとして広げていきたぃ

と考えています。農林水産業

は裾野が広い産業であ り、生

産。加工・流通・販売に関して

さまざまな分野が関わってい

るため、企業が農林水産業の

発展をビジネスとして支えて

ほしいと考えています。

(文・構成 :石井 ゆか り)
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で、農産物の有機栽培をどの

ように増やす計画ですか。

枝元 日本の有機栽培の耕
地面積に占める割合は0.5%

くらいですが、今回の戦略で

は50年 には25%ま で増やす
ことを目指しています。日本

では化学肥料の原料をほぼ

すべて外国 |こ 頼ってお り、環

境に負荷をかけないために

も有機農業 |ま 大切な産業で

す=今の子どもたちはSDGsと
いう言葉を学校で習ってお

り、環境に対して敏感である

ため、10～ 20年 後に今の子ど

もが大人になって消費の中

心になると、日本でも環境に

負荷をかけにくい農産物が

生産できなければ、海外の竜

地に負けてしまうので |ま な

いでしょっか。

また、ほかの畑から農薬が


